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ので報告する．症例 1は50歳，症例2は61歳，症例3 ず，乳腺症と診断され，経過観察となった. 1993年9
は70歳女性で，いずれの症例も麗癒を自覚し来院す． 月10日再診したところ右 CAE領域に 6.5×5.0cmの
症例 1は，摘出生検にて純粋型扇平上皮癌と診断し， 結節を認め，右肢窟に 1cm大のリンパ節を触知した
定型的乳房切断術を施行，t2n0m0,stage Iで術後7年 ため， 7 ンモグラフィー，乳腺超音波検査を行ったが
健在，以後不明 症例2は，超音波，マンモグラフ 悪性所見を認めず，同時に穿刺細胞吸引診も施行した
ィーにて乳癌と診断し，非定型的乳房切断術を施行， がclassIであった その後10月上旬より，右乳腺の腫
純粋型扇平上皮癌， t2n0m0,stage Iと診断し，術後1 脹，発赤を認めるようになり，再度穿刺細胞吸引診を
年となるも健在．症例3は，穿刺吸引細胞診にて腺癌 行ったがclassIであった．抗生剤にて経過観察してい
と診断し，非定型的乳房切断術を施行，扇平上皮化生 たが軽快せず，炎症性乳癌の疑いで11月29日入院とな

































































































































































40 日外宝第64巻第 1号（平成7年 1月）
7）乳癌に対する術後補助化学療法としての low






























よって A群（5’－DFUR 600 mg+ Tamoxifen 20 mg）と を妨げる乳管内進展の有無期J（＜長群15例， θ群59例）
B群（5’－DFUR以外の 5 FU系制癌剤＋Tamoxifen に組織型と術前画像診断とを比較して以下の結果を得
20 mg）に分け，術後1年関連日経口投与した．生存 た．①組織型 ：：全体の内訳は，乳頭腺管癌37例（＠群
率および健存率の検定は logrank法によった． 10例， G群27{71)，充実腺管癌17例（同2例， 15例），
【結果】適格例は A群129例， B群125例の計254例で 硬癌15例 （同 1例， 14例）， 他4例で，乳頭腺管癌に
あった．年齢，閉経， ER，腫蕩径およびリンバ節転移 管内進展陽性例が多く，充実腺管癌や硬癌で、少なかっ
に関して両群聞に全く差を認めなかった B群におけ た．②乳房軟線X線像 不整微小石灰化像陽性例（＠
る 5-FU系各薬剤の 1日平均投与量は 5-FU 185 群8{jij，己，群5例），陰性{jiJ（同7f日IJ,46例）となり，
mg, Tegafur 467 mg, UFT 440 mg, HCFU 650 mgであ 不整微小石灰化像を認めるうち過半数が乳管内進展陽




































ルは 1) 1カ月に 1回の外来診察， 2)3カ月に 1回の


















































上，できれば六カ月以上の予後が期待できる. ( 2 ) 
脳，肺，肝臓などの vitalorganへの転移を認めない．
( 3 ）全身麻酔に耐えられる．の 3点とし，四肢骨につ
いては，（ 1 ）病的骨折を起こしている. ( 2 ）切迫骨折
を起こしている の2点を指標にし，脊椎について
は，（ 1 ）脊椎麻痩症状がある. ( 2 ）椎体破壊による脊


















































害活性， K562傷害活性（NK活性） , IL-2添加
MLTR, Flow cytometryを治療前後に測定した．
【結果】本療法の50%生存期聞は9.5ヶ月（ 1～46ヶ
月），奏効率48%(CR 15%, PR 33%）であった．
MLTR SJ. 値， CD25＋細胞は治療後有意に上昇して
いた．更に新鮮末梢リンパ球ではリンパ球数






的指標のうち IL-2添加 MLTRS. I値は治療後上昇
し，予後との相関が認められることより腫蕩特異的免
疫能を反映する指標として効果判定，予後予測に有用
といえる．
